
○下水道における革新的な技術について、国が主体となって、地方公共団体のフィールドに実規模レベルの施設
を設置して技術的な検証を行い、ガイドラインを作成・公表し、全国展開を図るため、平成23年度より下水道革新
的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）を実施しているところ。

○R４年4月までに54の技術（実規模実証）を採択、38のガイドラインを策定し、全国への普及を促進。

B-DASH カタログ：https://www.nilim.go.jp/lab/eag/bdash/bdash.html#gesuiodei

【技術開発】新技術導入による下水道資源の利活用



汚泥処理プロセスからのリン回収に関する実証事業（R4補正B-DASH）

地⽅公共団体の下⽔道施設において、国が主体となって、リン回収に関する実規模レベルの施設を設置。
公募により以下の３⾃治体における事業を採択し、リン回収のコスト縮減や品質向上に向けた技術開発

を推進（令和5年2⽉28⽇採択）。
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※ B-DASHプロジェクト：下水道革新的技術実証事業 Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project

②横浜市

 MAP（リン酸マグネシウムアンモニ
ウム）法により消化汚泥からリン
を回収。

 従来技術よりもリン回収効率が
⾼く、リンの資源循環への寄与率
が⾼い技術の開発を⽬指す。

 MAP法により脱⽔ろ液から効率
的にリンを回収。

 JA横浜等とも連携し、回収リンを
配合した肥料開発、肥料⽣産・
流通の仕組みづくりを実施。

 脱⽔分離液からリン酸態リンを
新たな⽅法により回収。

 下⽔の処理過程で得られたリン
の農業⽤肥料への有効利⽤を
検討。

①神⼾市 ③東京都

脱⽔分離液

リン回収資材
(ケイ酸カルシウム系)

リン回収物

添加

※神⼾市公式note「何がすごいの︖下⽔からつくった「こうべSDGs肥料」」より ※横浜市 市⻑定例記者会⾒（2023年３⽉23⽇）資料より ※東京都 報道発表（2023年02⽉28⽇ 下⽔道局）資料より

こうべSDGs肥料

市内でのPRイベント



３ 今後の取組について
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下水汚泥の肥料利用における検討手順書（案）

「下水汚泥の肥料利用における検討手順書（案）」について

１章 総則

2章 下水汚泥資源の肥料利用
拡大に向けた取組

３章 肥料利用の検討手順

４章～11章
• 基礎調査
• 下水汚泥の分析
• 肥料化実施可能性の検討
• 事業規模等の検討
• 菌体りん酸肥料の肥料登録
• その他普通肥料の肥料登録
• 肥料の製造・流通に係る取組
• 流通の拡大に向けた継続的な取組

資料編

本書の目的
下水道の取組の方向性

具体的な検討手順

具体的な検討・実施項目

取組支援、関連法令
など

■下水道管理者が下水汚泥の肥料利用を検討する場合の検討手順、検討に当たっての
留意事項をまとめたもの。



開始

①基礎調査 ②下水汚泥の分析

④事業規模等の検討

終了

⑦肥料の製造・流通
に係る取組

⑧流通の確保に向
けた継続的な取組

現時点では
実施困難

一部でも肥料利用が可能

⑥その他普通肥料
の肥料登録

発生汚泥の全量を
肥料として利用して

いるか

製造する肥料
の種類

⑤菌体りん酸肥料の
肥料登録

肥料利用の
実施判断

③肥料化実施可能
性の検討

普及啓発活動
新技術の情報収集

他の有効利用方法
検討

はい

いいえ

菌体りん酸肥料 その他の普通肥料

• ①、②を踏まえて、検討する肥料
化手法（コンポスト化、乾燥、炭
化、リン回収）を選定

• 関係者ヒアリングを実施し、肥料
需要、流通経路、経済性を検討

既設の汚泥処理方式、
次期汚泥処理方式の
検討状況など

品質管理計
画の作成など

実施スキームの検討を含む

肥料等の検査
計画作成など

定期的な分析、結果の
報告、記録の保存、事
業場の監視・指導など

分析結果の公
表、肥料利用者
の理解促進など

「下水汚泥の肥料利用における検討手順書（案）」について



下水汚泥資源の肥料利用の推進
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下水汚泥資源の肥料利用の推進

令和５年度国土交通省関係補正 予算の概要（令和５年11月国土交通省）


